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自
衛
隊
を
退
職
し
た
後
、
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に
入

っ
て
海
外
を
舞
台
に
活
躍
す
る
元
自
衛
官
が
増
え
て
い
る
。

現
役
時
代
に
身
に
つ
け
た
自
衛
官
な
ら
で
は
の
特
殊
技
能
や

経
験
を
生
か
し
、
不
発
弾
処
理
や
復
興
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
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日
本
醤
処
理
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
平
崎
憲
昭
理
事
長

東
テ
ィ
モ
ー
ル

自
立
へ
手
助
け

【第三種郵便物認可】

「
自
衛
隊
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
の
草

分
け
で
あ
る
「
日
本
地
雷
処
理

を
支
援
す
る
会
（
－
Ｍ
Ａ
Ｓ
）
」

を
立
ち
上
げ
、
理
事
長
を
務
め

る
の
が
土
井
義
尚
氏
（
6
3
）
。

現
役
時
代
は
陸
上
自
衛
隊
で
武

器
の
管
理
・
整
備
を
専
門
と
す

る
幹
部
で
、
地
雷
や
不
発
弾
の

処
理
に
詳
し
か
っ
た
。

国
際
協
力
機
構
（
1
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

に
い
た
元
の
自
衛
隊
仲
間
か
ら

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
達
稟
地
雷
を

処
理
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
作
っ
て
く

れ
な
い
か
」
と
請
わ
れ
た
の
が

二
〇
〇
〇
年
。
現
地
視
察
を
経

て
〇
二
年
に
1
Ｍ
Ａ
Ｓ
を
設

立
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
続
き
、
最

近
ラ
オ
ス
で
も
不
発
弾
処
理
に

着
手
し
た
。

〇
三
年
に
は
国
連
の
委
託
を

受
け
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
武

装
勢
力
か
ら
国
連
が
武
器
を
回

収
す
る
活
動
の
監
視
業
務
に
、

元
陸
自
の
田
川
友
康
氏
（
栂
）

ら
と
と
も
に
参
加
。
「
敗
戦
で

武
装
解
除
を
自
ら
体
験
し
、
戦

後
復
興
を
な
し
遂
げ
た
日
本
人

が
見
守
る
武
器
の
放
棄
は
、
ア

が
「
日
本
地
雷
処
理
・
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
（
1
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
」
。

こ
ち
ら
は
、
陸
上
自
衛
隊
で
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
重
機
を
使
い

こ
な
す
施
設
科
（
工
兵
部
隊
）

出
身
者
が
多
い
。

自
衛
隊
は
〇
二
年
か
ら
二
年

う
の
が
1
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
仕
事

だ
。
理
事
長
の
平
崎
憲
昭
氏

（
6
8
）
は
「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は

独
立
間
も
な
い
国
。
人
づ
く
り

を
通
し
て
、
あ
の
国
が
独
り
立

ち
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と

抱
負
を
語
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
享
え
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

フ
ガ
ン
の
人
々
に
説
得
力
を
持

っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
」
。
活

動
は
昨
年
夏
、
成
功
裏
に
終
わ

っ
た
。
最
近
は
、
不
発
弾
処
理

の
活
動
を
ベ
ト
ナ
ム
で
も
で
き

な
い
か
調
査
を
開
始
し
た
。

〇
三
年
九
月
に
発
足
し
た
の

間
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
復
興
支

援
活
動
を
展
開
し
、
使
用
し
た

重
機
や
仮
設
施
設
を
撤
収
時
に

同
国
に
贈
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活

用
法
や
不
発
弾
処
理
の
や
り
方

を
地
元
の
人
々
に
教
え
、
さ
ら

な
る
復
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

こ
れ
ら
二
団
体
と
は
や
や
趣

が
異
な
る
の
が
、
元
陸
自
化
学

学
校
長
の
井
上
忠
雄
氏
（
7
0
）

が
理
事
長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

核
（
Ｎ
）
、
生
物
（
Ｂ
）
、
化

学
（
Ｃ
）
、
放
射
能
（
Ｒ
）
と

い
っ
た
大
量
破
壊
兵
器
を
使
っ

日
本
地
雷
処
苦
支
援
す
る
会
土
井
義
尚
理
事
長

Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｒ
対
ま
造
機
構
井
上
忠
雄
理
事
長

ア
フ
ガ
ン
で
は

武
装
解
除
参
加

日
本
の
官
民
に

危
機
管
理
伝
授

た
テ
ロ
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
民
間
に

普
及
さ
せ
る
目
的
で
つ
く
っ
た

組
織
で
、
そ
の
名
も
「
Ｎ
Ｂ
Ｃ

Ｒ
対
策
推
進
機
構
」
だ
。

ふ
だ
ん
は
国
内
で
自
治
体
や

企
業
の
危
機
管
理
担
当
者
向
け

の
研
修
を
主
な
活
動
に
し
て
い

る
が
、
現
役
時
代
の
人
脈
を
生

か
す
形
で
今
年
五
月
末
に
は
、

十
二
日
間
の
日
程
で
米
国
の
危

機
管
理
当
局
を
視
察
す
る
ツ
ア

ー
を
企
画
。
今
後
も
諸
外
国
の

取
り
組
み
を
日
本
の
官
民
に
紹

介
す
る
計
画
だ
。

危
険
で
体
力
的
に
も
き
つ
い

野
外
活
動
や
、
自
己
資
金
を
持

ち
出
し
て
ま
で
の
苦
労
に
も
か

か
わ
ら
ず
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
あ
え
て
や

ろ
う
と
す
る
彼
ら
に
共
通
す
る

の
は
、
退
職
後
も
薄
れ
な
い
使

命
感
。
「
自
衛
官
時
代
に
培
っ

た
、
世
の
た
め
に
命
を
投
げ
出

す
覚
悟
は
ま
だ
心
の
中
に
あ

る
」
　
（
土
井
氏
）
。
「
自
分
た

ち
の
専
門
知
識
を
広
く
社
会
に

役
立
て
、
少
し
で
も
安
全
な
日

本
に
し
た
い
」
　
（
井
上
氏
）

自
治
体
の
危
機
管
理
担
当
者

な
ど
退
職
自
衛
官
の
婆
あ
人

生
は
多
様
化
し
て
き
た
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
も
活
躍
の
場
と
し
て
登

場
。
新
た
に
加
わ
る
メ
ン
バ
ー

も
多
い
と
い
う
。

（
国
際
部
　
高
坂
哲
郎
）


